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1943 年，アメリカのカナ （ーKanner，L．）は，論文「情緒的交流の自閉的障害（Autistic 
disturbances of affective contact）」（Kanner，1943）において，「人生早期からの自閉的















状に対して Wing & Gould（1979）がその中核となる症状を「診断の三つ組」として提唱
したものであり，①対人的相互交流の障害，②言葉と身振りのコミュニケーションの障害，
③想像力の障害，反復的常同的行動の障害である。 
1994 年の米国精神医学会の診断・統計マニュアル第 4 版（Diagnostic and Statistical 






















































































































































































































































































































































































































































































































 第 1 章では，〔課題 1〕「自閉症児の遊びとその過程を理解する視点」が検討され，「『自
閉症的不安』を乗り越える」という独自の視点が提示される。 
 第 2 章～第 6 章では，本論文の考える「『自閉症的不安』を乗り越える」遊戯療法とは
いかなるものかが，5 つの自験例によって示され，各々について事例研究が行われる。 

































































































































































































































































































































（Matson & Love，1990；Gillott & Standen，2007）。自閉症児が騒音や動く物，変化や
不完全性など，独特の不安や恐れをもつことは，Kanner（1943）による最初の自閉症に
ついての論文にも記述されており，臨床的にもよく観察され指摘されてきたことである。









主流であり，特に認知行動療法（Cognitive Behavior Therapy，以下 CBT）の有効性が示
されてきている（Chalfant, Rapee & Carroll，2007；Scarpa & Reys，2011；Sofronoff , 


























































































































































































（中度の知的障害を伴う），保育園年長～小学 2 年生の男児の事例である。 
 第 3 章は，「人の世界で小さくなっている」「数字や文字にこだわる」といった症状や行
動が観察された，自閉症（高機能），1 歳 9 か月～保育園入園前の男児の事例である。 
第 4 章は，「激しい癇癪を起こす」「母親に過度に密着する」といった行動がみられた，
アスペルガー症候群と診断された，2 歳～4 歳の男児の事例である。 
 第 5 章は，「両親がいないと現実世界から姿を消すようになる」といった症状がみられ
た，広汎性発達障害（軽度の知的障害がある），保育園年長の男児の事例である。 
 第 6 章は，「暴言を吐く」「指示に従わない」といった行動がみられた，運動発達の遅れ
















































ものである。第 1 章は，大学院 1 年次のイニシャルケースであり，第 2 章～第 6 章は，非





































































2 事例の概要   
 













父（30 代後半，高卒，会社員），母（30 代前半，高卒，主婦） 
妹（１歳），祖父（60 代），祖母（60 代），叔母（30 代） 
生育歴・現症歴 
在胎 10 か月，周生期異常なし。お産は軽かった。母乳混合。7 か月の時肝炎にかかり
10 日間入院したがすぐ治った。しかしそのとき 3 日間 38 度の高熱になった。人見知りは
8 か月。知らない人が来ると母親にべったりとなった。初歩は 11 か月。小さいときから体
は大きく，運動面は普通だが言葉が遅いのがおかしいと思った。言葉を言い始めたのは 2
























遊戯療法は X－1 年 7 月（5 歳 2 か月）から開始されたが，筆者は，X 年 4 月（5 歳 11
か月）から担当した。ここでは，X 年 4 月～X＋2 年 7 月（5 歳 11 か月～8 歳 2 か月）ま
での 59 回を対象とし，A 君と Th の関係の質の変化に注目して，5 期に分けて報告する。 




第 1期 Thの存在を確かめる，Thを真似る遊び，快の情動をもたらす存在としての Th 
























ルを打つのだが，Th からボールが返ってくるときには，Th の方に体を向ける。A 君が打
つ，Th が拾って返すことを繰り返していると，そのうち A 君も「イキマスヨー」と言っ
てからボールを打つようになる。 
#2 以降も，大半の時間はひとり遊びであったが，以下のような展開もみられた。 
#2 A 君がセラピーボールをトランポリンに持って上がる。セラピーボールをはさんで A
君と Th は向き合い，同時に両手でバンバン叩きながら跳ぶ。楽しそうに笑っている。ト
ランポリンを降りると，ドーナツ形のクッションを持ってきて，Th に頭からかける。中
腰の Th に 4 つかけ，ケラケラと笑っている。Th がそこから抜け出すと，今度は，その穴
に A 君が入ってケラケラと笑った。 
#3 ドーナツ型クッションを Th にかける。4 つかけると，背中に乗ってくる。Th は馬に
なって＜おうまの親子はなかよしこよし＞と歌いながら A 君を背中に乗せて歩く。Th が
疲れてそのまま中腰になると，A 君が Th の腹側に上から入ってきた。クッションの中で
笑い声を上げている。 
その後，トランポリンでのゴルフ遊び。A 君がトランポリンの上からセラピーボールを
ピコピコハンマーで打つ，Th が拾って＜いきますよー＞と A 君に投げて返す，を何回も
繰り返す。しばらくすると，突然，A 君の動きがハタと止まった。もう飽きたのかな，と






















といった穏やかな空気が流れる。Th は A 君のおしりを丁寧にふく。A 君もじっとしてい
る。＜出たねー＞＜よかったねー＞＜偉かったねー＞と赤ちゃんに話しかけながらおむつ
替えをしているような，ゆったりとした時間が流れた。  






















倒れて A 君が Th の下敷きになってしまう。Th は慌てて抜け出そうとするが，手がつけ
ない状態なので，なかなか抜け出せない。A 君は泣き出しそうな声を出す。何とか抜け出
し＜大丈夫？痛くない？苦しかったねえ。びっくりしたねえ＞と慌てて言うが，A 君はケ






第 2期  Thとの同型性を確認する，A君の分身としての Th 
     #7～#18 （6歳 2か月～6歳 5か月）  
 






 #7，A 君は三輪車を 2 台出してきた。「ネエ，ネエ」と言いながら三輪車を指さしてい


































たわかった，わかりました』と，Mo がさりげなく A 君をトイレから離してプレイルーム
へ向かわせる。 










が徐々に長くなっていく。#14 では，Th の手を引っ張ってトイレへ向かいながら，Mo を
「コッチオイデ」と誘うが，『Mo はいいから』と笑ってかわされたり，『はいもういい
でしょ』と待合所に行かれたりする（#17）など，Mo はトイレから徐々にいなくなり，ト
イレ調べが Th と A 君のプレイの一部となっていく。#16 では，Th の手を持ってドアを開
けさせ，いつものように中をのぞく。いつもならここまでだが，今日は耳をふさぎながら
個室の中に入ったのだった。そして便器の中をのぞき込んだ。#17 では Th の手を持って
水を流させ，水流を観察。何度か Th に水を流させた後，自分で流して，観察した。#18，
トイレのドアを Th に開けさせると，最初から自分で水を流して水流を観察した。 
 
第 3期 いないいないばー，「不安－安心」遊び，「A君－オネエサン」関係の誕生 
#19～#30 （6歳 6か月～7歳 2か月）  
 
 来所時には駆け寄って Th にぶらさがったり，満面の笑顔で抱きついたり，Th の腕にぎ
ゅーっとつかまって頬ずりしたり，Th の上にまたがったりと，Th に身体で甘えを表現す
る。A 君の方から Th の方へ寄ってくることが増える。 
 プラレールが始まると，これまで A 君のひとり遊びの時間になってしまっていた。Th
は横にいて，歌を歌ったり，列車の音を声にしたりしていたが，何の反応もなかった。と
ころが，#20，A 君が列車を駅で一旦止まらせてから再び走らせることを繰り返していた
ので，Th が列車の出発にあわせて＜しゅっぱーつ＞と言い続けていると，A 君は Th の＜
しゅっぱーつ＞の掛け声にあわせて列車を出発させるようになる。#22 では，「ホー」「シ
ュッシュポッポ」と，いつも Th が出していた声を A 君が言うようになった。#23 からは，
Th に「ハイ ドウゾ」とレールを渡すようになり，二人でレールをつなげられるように








いる。A 君がハウスの外に出たところで，Th が中から＜A 君，おはよー＞＜お休みなさー
い＞とやると，とても喜んだ。次に，A 君がハウスの中に入ってきて Th を追い出し，「セ
ンセー，～チャーン」と真似をした。これ以降，ハウスの中に Th の手を引いて一緒に入
り，「アー，ヨク寝タ」，窓を開けて「オハヨー」，閉めて「オヤスミナサーイ」として
から，A 君が外に出る，そして Th が中から窓を開けて＜おはよー＞と言うと A 君が大喜
びする，という遊びが定着する。また，#25 では，穴の空いた球に A 君が入っているので，
Th が上からのぞいた後に＜コンコン A 君いますかー＞と言って隠れると，とても喜ぶ。
＜コンコン A 君いますかー＞を何度か繰り返していると，A 君は穴の中から「オネーサー
ン！」と叫んだ。 










Mo を「オイデヨー」「コッチー」とトイレへ誘う。Mo は来てくれたのだが，なぜか A












第 4期  相互性のある遊び，Thの行動を期待して待つ，意図をもつ他者としての Th 
#31～#47 （7歳 3か月～7歳 9か月） 
 
A 君が先にプレイルームに入り，ドアを閉めて Th を締め出すということをよくするよ
うになる。後から Th が入ると，ケタケタと笑う。Th が入るのをじらすと「ハヤクオイデ
ヨー」と誘う。プレイが始まると，Th の手を引っ張り，あちこちと Th を連れ回して遊ぶ
ことが多くなる。 





って動作を真似し，A 君も「タテ，ヨコ」と言いながら跳ぶ。Th が，A 君のかけ声のとお
りに手を動かすと大笑いした。また，A 君が「1,2,3」と言いながら跳んでいるので，A 君
が「1」と言った後に Th が「2」と挟むと，そのリズムで A 君が次に「3」と言った。こ
うして交互に数字を言いあうようになった。 
プールでは，ベビーバスを水の中に入れて，そこに入り，「シュッパツ，シンゴ（進行）」
















とに Th の方に返してくれた。 
プラレール。#44 では Th が大型レールをつくり，A 君は列車を走らせる。Th は＜線路
はつづくよ＞を歌っていたが，やめてみると「ヤダ」と Th の顔を見た。A 君が列車を眺
めたり追いかけたりと没頭しているのを Th がぼーっと見ていると，「ネエネエ，シュッ






からない A 君は，なんとか Th を振り向かせようとしているのだった。 
 
第 5期 情動と意図のやりとりを含む遊び，不安に立ち向かう安全基地としての Th 






と，Th の顔を見て報告するというようなこともでてきた。Mo に対しては#53 の再会時に
「楽シカッタネ」と気持ちを報告する姿がみられた。 
 4 期の#38 から，電話のおもちゃに夢中になっていた。ベルが鳴り，受話器を取ると≪
もしもし，お母さんよ≫（他に，お父さんだよ，など，数パターンの声がする）から始ま
り，最後に≪じゃあ，ばいばい≫という声が出るおもちゃ。#48 まではひとりで没頭して
いたが，#49 では，電話が≪ばいばーい≫と言った後に，Th が A 君の背を押して＜ばい
ばーい＞と，ほら A 君も言うんだよ，というように促すと，「バイバーイ」と言った。す
ると，次から電話の相手が≪もしもし，お父さんだよ≫というときに限って，とても喜び，











ずにひとりでゴルフのようにして遊んでしまう。そこで，Th がバットを持ち A 君にグロ
ーブとボールを渡してみる。すると，A 君が Th に向かって投げた。ピッチャーをイメー
ジしてか，腕を頭の上でクリクリッと投げるポーズをしてから投げるのがかわいい。Th
が打ったボールをグローブで取ろうとし，逃したボールを取ってもどり，Th にまた投げ
る。Th が打つと多少表情も変わる。#54 では，Th が投げて A 君が打つ。今日は，空振り
して逃したボールも，拾って Th に投げ返すようになった。これ以降，Th にグローブとボ
ールを渡し，A 君はバットを持ってスタンバイ。ころがったボールが A 君に近ければ A 君
が拾って Th に投げ，Th が拾いに行っている間は，次のボールを待っている。二人で野球
ができるようになった。 
プールでは，ベビーバスや車を 3 つつないで，そこにいすを置いたり，ハンドルを持っ
てきたりと工夫して 3 連の船にする。A 君が乗り，Th が押したり引っ張ったりして進ま
せる。プールにたくさん浮かべたおもちゃやぬいぐるみを Th が拾いながら＜ぼくものせ
てくださーい＞＜お客さんでーす＞と A 君に渡しながら船を進めていると，A 君はそれを





































第 1期  
A 君は，前 Th との間でここがどういうところであるのかを理解しているようであり，
















身体と情動の揺れが A 君と Th の間に同時に起こっていた。また，＜いきますよー＞とセ
ラピーボールが投げられる瞬間をとても面白がった。#3 では，このような快の情動，身体








的に Th を使用するものであった。A 君が Th に目を向ける瞬間が稀少であったこの期に
は，Th はどんな要求でも A 君に Th が見えていることを感じ取る瞬間として大切にした。
#4 では，トイレのお世話もすることになった。そばにいて，不快を快に変える Th に母親
らしさを感じ，重要な他者であると認め，チューをプレゼント（#6）してくれたのだと思
われる。これが見当違いであったとしても，こう感じたことで Th は A 君から認められた



















イデ」「ネエ，ネエ」「早ク乗レ」と言って，一緒にやろうと Th を誘った。この Th と
の鏡像様遊び（伊藤良子
よ し こ
，1984）では，A 君は Th との同型性を確認していたと考えらえ
る。 
エレベーター遊びでは，人形が挟まれるまでのワクワクした気持ちを，いたずらな笑顏




































Th に身体的接近，密着的接近を求めた時期であり，プレイルーム内で Th の後追いをす
るようになった。ハウス遊びや，トイレの個室では，ドアを閉めて二人の空間を作った。
模倣，要求，物を渡す，遊びに誘うといった Th への積極的な行動も増えていったが，第























りにあらわれるという存在の確かさが得られる。この遊びは，A 君が Th を「オネーサン」
（#25）という名前をもつ異なる主体として誕生させるのに重要であったと考えらえる。 
#9 から始まったトイレ調べは，ひとつひとつ前に進んでいき，#26，個室のドアを閉め
るところで完成した。この回で，A 君が Mo をトイレに呼んだのは，今日は中に入ってド
アを閉めて終わりということを決めてきたからだろう。Th は，A 君がこうして週に 1 度，
回を重ねるごとにひとつひとつ前に進めていく様子から，改めてプレイの重要性を感じて
いた。A 君は，週に 1 度のトイレ調べに思いを巡らせ，前はどこまでできたとか，次はど
こまでやろうとか，そういう気持ちをもって暮らしているのだった。#26 では，とうとう
個室に入ってドアをしめようとする A 君であったが，さすがに一人で中に入るというのは
怖かったのだろう。Th と一緒に入ろう，中で何かあった時には Mo が外で待っていてくれ
る，ということだったのだろうか。あるいは，達成してほっとした瞬間に Mo に待ってい
てほしい，ということかもしれない。Th はそばにいることで支えになる重要な他者であ

















Th は A 君と同じ動きを催促されるのではなく，異なる他者として A 君の遊びの一部と
して欠かせない役割を与えられていった。このような遊びでは，Th の行動を予測し，期
待して待つ姿がみられた。また，交互に声を出すという遊びは，互いの意思がやりとりさ











快の情動を Th に抱きついて表現するようになったこと，言葉で Th に思いを伝えたり
確認したりするようになったことが大きな変化であった。また，ボールのやりとりが完成




プール遊びでは，1 年目は物を投げ入れることが主であったが，3 年目の今期は 3 連の
船を造ってお客さんを誘うところまで進んだ。この遊びでは，誘っても乗ってくれないお




















































































も報告されている。母親との関係の中で歩んできた過程を Th でなぞる体験は，A 君のア
タッチメントネットワークに「オネーサン」を加えただけでなく，すでに形成していた母
































































歩 11 か月。1 歳になったころから以下のような自閉症に特徴的な行動が多くみられた。 
首を振るくせがある 視線があわない 手をつながない 人よりおもちゃに視線 
がいきおもちゃを奪おうとする 指差しをしない クレーンのように母の手をとる 
呼んでも振り返らない こまのように回る 手をパタパタさせる 変なステップを 




 1 歳半健診の前に以上のようなことが気になり保健センターに相談に行った。1 歳半健
診では，座っておれずよく動き，保健師に関心を持たず，反応は乏しかった。保健センタ
















津守式乳幼児精神発達質問紙 DQ81（2 歳 3 か月） 
津守式乳幼児精神発達質問紙 DQ92（2 歳 8 か月） 




週 1 回 50 分間の遊戯療法。週 1 回の母親面接。1 歳 9 か月という年齢であること，母
親への愛着行動がみられ始めた時期であることから，母親面接は同室内で他のカウンセラ









X 年 4 月～X＋3 年 3 月（1 歳 9 か月～3 歳 7 か月）の 59 回を分析対象とする。B 君の数字




録を資料として用いた。母子療育事業には，2 歳 8 か月より保育園就園まで週 3 回通園し
た。筆者はこの母子療育に月 1 回心理相談員としてかかわっている。ここでは，［T，#19，
2：3］は，Th によるプレイセラピーの記録（19 回目），［M，#14-15，2：1］は，母親に
よる記録「今週の気づき」（14 回目と 15 回目の間，2 歳 1 か月）からの抽出であることを
示す。 
 






いろいろと見せていくと，おもちゃや Th の顔に視線をすっとむけて，すっとそらせる。 
終了時刻が近づくころには，多少動きが出てくる。棚のおもちゃを手にとったり，ままご
と道具の入った箱をバラバラとひっくり返したりする。箱庭の砂の中で手を滑らせたり，












Th は，B 君と交互にビー玉を入れるように割り込んで入れていく。また，Th の掌にいく
つかのビー玉を乗せ，次は B 君の番だよというように＜どうぞ＞とビー玉を渡していく。





たころ，B 君の方から Th におもちゃを‘どうぞ’してくれた。 
#3 母親カウンセラーは休み。Th と Mo，B 君が箱庭をテーブルのようにして座る。今日
は発声が聞かれる。リラックスしている様子。ビー玉などを箱に入れたり，出したりする。
‘ちょうだい－どうぞ’を Th と Mo から B 君に働きかけると応じる。Th と Mo がすっか























#7 声がよく出る。Th がお絵かきをしてみると，A もなぐり描きをする。しかし，すぐ
にクレヨンの出し入れに夢中になる。 
#8 ＜B ちゃん＞と出迎えると，Th を見てニコーっと照れたような笑顔をみせる。Mo の
足につかまって，Th の顔をじっと見ている。Th がプレイルームの鍵を B 君に見せると，
ゆっくりと歩いてきて鍵を受け取り，プレイルームへ歩き出す。会うたびに反応や表情が
はっきりしてきたと感じる。Th が人形にピーマンを食べさせると，同じようにやる。Th






て，というふうにじーっと Th を見る。 
#9 母親カウンセラーは休み。Th が風船を持って出迎えると風船ばかり見ている。Mo が
あいさつを促すが風船に注目したまま視線が動かない。 




Th と Mo が『あーあ』と言うと，B 君も積み木を見ながら，「アーア」と言った。B 君か
ら言葉らしきものが初めて出た瞬間だった。Mo と Th は感動し，＜『今「アーア」って言
ったよね！』＞と，夢じゃないよね，と言わんばかりに確認し合う。この後も，意識する
と遊びの中には＜あーあ＞という場面がたくさんある。そのたびに＜あーあ＞『あーあ』








Th がおもちゃのブランコに人形をのせると B 君も同じようにする。人形がすぐにブラ
ンコから落ちてしまうので，B 君が人形をのせるたびに Th ら大人達は拍手する。やがて，
B 君も顔を上げて笑顔で拍手するようになる。そして，成功すると，大人達に拍手を催促
するように，拍手しながら皆の顔を見回すようになる。しっかりバイバイして帰る。 































第 2期 数字を感覚的に楽しむ，行為者としての Thを意識する 















Th から B 君に渡されながら，＜はいどうぞ＞「ヨン」＜よん＞，＜はいどうぞ＞「ゴ」
＜ご，だね＞と，Th と B 君の声が交互に発せられていくので，まるで数字で会話をして













数字が書かれた汽車を積み上げたり並べたりしながら数字を読んでいる。Th は B 君と
交互になるように割り込んで，汽車を積み上げたり並べたりする。また，B 君が汽車に書
かれた数字を読むと Th はすぐに復唱し，声が交互になるようにする。しばらく繰り返し
た後，B 君が Th のことを気にしているかどうか，少しじらして試してみようと思い，B
君が数字を言っても Th は復唱せずに黙ってみた。すると，B 君は，顔を上げて Th を見
た。そこで Th が復唱すると，B 君は次の汽車を持って嬉しそうに「キュウ！」と続けた。
そして‘次は Th の番だよ’というように Th の顔を見る。行為者としての Th をはっきり
意識しているようであった。 
#19 Th にペンを渡し，目を見て「サン」と言う。Th が３を書くと，B 君が「サン」と
読む。Th は B 君にペンを返す。B 君は受け取って，「ゴ」と言ってまた Th にペンを渡す。
このやりとりを繰り返す。数字を次々とリクエストしながら Th にペンを渡す。このよう




























また，この頃 ［（突然）「 8 あったー」と言う。（M ，#16-17，2：2）］ ［祖父が作っ
てくれた数字のカード（画用紙に数字を書きラミネートしたもの）を持って来所。家事を
しているときなど待っていてほしいときはこれをもたせると待っていられるという。（T，









第 3期 数字の規則性の発見と確認 数字から一般的な遊びへ 














1～10 が横一列に書かれた紙を見つけ，1 から順に読んでいる。Th はその紙をふとんの
ようにして，プーさんのカードを＜ねんねー＞と同じ番号の下にもぐらせ寝かせていく。
しばらくすると B 君も「ネンネー」とやる。Th と同じように数字を合わせてカードをも
ぐらせている。 
「アッター」「ナイー」という言葉をよく使う。Th は B 君がそれを楽しめるように，も


























ゃを 1 から順番に読みながら手に取り，全部取り終わるとまた 1 から順に読みながら並べ
るということを何度も何度も繰り返す。 
#31 来所するなりカレンダーで立ち止まって動かない。Mo や Th がプレイルームに行こ
うといっても反応がない。Th は B 君と一緒にカレンダーを見たり読んだりしながら，い
くら B 君がカレンダーを好きでもこれでよいのかと不安になってくる。それに，B 君がカ
レンダーを好きで見ているのか，一旦見てしまうと止められないのかもわからない。しば
らくたったところで Th が＜カレンダーと一緒にプレイルームに行こう＞と言うとついて
くる。プレイルームに入っても B 君は 15 分ほどカレンダーから離れられない。Th がカレ
ンダーの絵の方に興味を向けようと＜これ誰？＞と聞くと「アンパンマン」と答えるが，
すぐに数字を読み上げることに戻ってしまう。カレンダーを 1 から順に読み上げ，31 日の
ない月では最後に「31 ナイ」と言うことを繰り返す。Th は＜ないねー＞としか言えない。





帰り際，思いを通そうと泣く B 君に Mo は『ママつかれちゃうよ』とほんとに疲れた様
子をみせられる。『自我が出てきていいのはわかるんですけど』と，自我がでてきたとのこ
とであった。 











#34 Mo の出産のため 2 か月間休みの後，久しぶりの来所。いつものようにカレンダーに




「6 プラス 8 は 14」と突然言うので，Th が＜9＋2 は？＞と聞くと「10.11！」と答える。
一桁どうしの足し算なら即座に答える。 

























第 4期 数字の規則性の応用，数字によって遊びが豊かになる 




じ文字が二つあったので Th が＜いっしょー。2 つあるー＞というと，次に同じ文字があ














中の Mo の話がよく耳に入ってきてしまうようで，そのまま Th に向かって繰り返す。ま
た，突然 Th に向かって「○○の提供でお送りしました」などと言う。 
#48 来所するなり数字を見つけては読んでいる。トミカレールでは，Th が道路をつなげ










お金を渡して＞と動きが止まる B 君に Th がひとつひとつやってみせる。2 回目の来店で
は，「りんご」を「チーズケーキ」と言い換え，お金を渡すところまでできる。Th の提案
でお客さん役とお店屋さん役を入れ替わると，B 君は Th がしたお店屋さんのとおりに真
似る。このような遊びを長い時間やり，最初よりもできるようになったとは思うものの，
これで良いのだろうか，と考えてしまう。 












Th はこの遊びをしている B 君を見ていて，B 君はほんとに数字が好きなのだなあ，と改
めて思う。そして，いつからか B 君を数字で楽しませようとすることがなくなっていたこ
とに気づく。もう一度 B 君と数字を楽しんでいこうと決める。 






さいころを見つけると，一面一面順に見ていき，1 から 6 まで見た後も 7 を探している。
＜サイコロは 6 までしかないよ＞というと，それが気に入った様子。さいころを見るたび



















りができる。   
#55 買い物ごっこでは，レジ遊びが盛り上がる。＜40 円と 50 円で・・・＞と途中で言
うのを止めると B 君が「90 円！」と元気よく言う。値段を言いながら品物を渡し合う遊







あ，先に行ってるね＞と Th がプレイルームを出ようとすると，「3 人でお歌う時間ー（音
楽療法への移動。3 名で行っている）」と言いながらついてきた。 
#56 100 個の玉のついたおもちゃでは，玉を英語で 100 まで数える。音楽療法に行く時
間だと伝えると，数え終わらないと次に移れないといった様子で，あわてて 100 まで数え
きってから移動する。 
#57 ホワイトボード。ペンを Th に渡し，「1 から 10 書いて」と言う。Th がそのとおり
書くと B 君はそれを消して「1 から 20 書いて」と言う。次は「1 から 100 書いて」，次は
「1 から 200 書いて」と言う。Th が書いている間は，少し首を傾げて数字を惚れ惚れと見
ている。Th が途中でペンを止めて，＜終わり？＞とじらしてみると次の数字を教えてく
れる。Th が調子よくスラスラと書いていると，笑ってペンギンのような格好をしてパタ
パタと足踏みして喜ぶ。終了を告げると「時計が 4 になったから 4 人でお歌」と繰り返し
言いながら移動する。 
#58 ホワイトボードでは，「ニンジン描いて」「タマネギ」「ジャガイモ」と数字ではない








四角を作って「80」を作る。Th は，クレヨンそのものでいろいろ遊べる B 君に感心する。 
頭の中は掛け算がぐるぐるまわっているようだ。ものの数を「3 が 3 つで 9 こ」「5 が 3
















3：6）］ ［「時計が 4 になったから 4 人でおうた」と繰り返し言いながら移動する。（T，
#57， 3：4）］など自分で数字を用いて気持ちを切り替える様子もみられるようになる。 
積極的に他者にかかわっていくようになり ［他児の母に寄っていっては数字を言ってじ














































が B 君と Th との間で共有され響き合い，「情動的交流遊び」となった。このようなかかわ
りによって，行為者としての Th に対する意識が強まり，Th への要求も芽生えていくこと




















せていくもののように思えたからである。Th が B 君の数字に対する行動を否定的にとら
えると，数字は B 君と Th との間に立ちはだかる「防壁」に思え，すると，さらに数字は
B 君の内に向かう「自閉的対象」として機能するように感じられた。第 4 期になり，Th
が改めて B 君の数字の大切さに気づくことによって，再び数字は B 君と Th を「つないで
くれるもの」になっていったように思われる。Th が数字の「受け手」としていることで
初めて，数字は B 君と Th を仲介する役割としての移行対象となることができる。そして，
B 君が「受け手」の存在を意識することによって，「受け手」に対して能動的に数字を投げ
かけることができるのである。Th に「受け手」となる余裕がなく，「受け手」が不在の状







媒介物として移行対象的役割をし，プレイ場面でも Th が改めて B 君の数字の大切さに気











































































































































































在胎 37 週。安産。首のすわり 3 か月。人見知りは 10 か月のとき，おんぶをしていて近
所の人が近寄ってきたら，顔ごとプイと横を向いた。1 歳前後のとき，視線が合いにくい
と指摘されたことがあったが，知らない人なので顔を背けただけかもしれない。歩き始め
15 か月。初語 1 歳 5 か月。1 歳半健診で「あけて，まんま，わんわん」の 3 語しか発語が
ないこと，指さしが出ていなかったことを指摘され，1 歳 7 か月から市の母子療育を受け
ている。指差しは 1 歳 8 か月ごろできるようになった。1 歳半健診の後，プールに通わせ
ようとしたが，水着を着せようとすると泣いていやがったので 3 回でやめた。今年の 1 月
～3 月は，母親の体調不良もあり，療育へもあまり通っていない。X 年 5 月（2 歳 3 か月）
に療育施設でアスペルガー症候群と診断されたが，納得がいかなかった。母親の姪（C 君
より 1 つ年上）も似たような性格で普通に保育園に通っているのでそんなものだと思って
























週 1 回 50 分間の遊戯療法。可能な限り週 1 回の母親面接。同室内に子ども担当の筆者
（以下，Th），母親担当者（以下，Co）が入り，遊戯療法と母親面接を行う。Co の都合
で母親面接が行われない日は，母親に遊戯療法に参加してもらう。#26 以降は，基本的に






 X 年 7 月～X＋2 年 3 月（2 歳 5 か月～4 歳 0 か月）までの全 35 回を対象とし， C 君と
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母親，C 君と Th との関係の変化により 5 期に分けて報告する。 
「 」は C 君，『 』は母親（以下，Mo），＜ ＞は Th の言葉を表す。 
 




時間より早いがすごく泣いているので放っておけず，Th は Mo に声をかける。Mo は C 君
に話しかけることを優先し，Th の方を見ない。Co との挨拶も C 君の大きな泣き声で打ち
消され，ろくに出会いの挨拶もできないまま，プレイルーム（小プレイルーム 1）に案内
することになる。C 君はプレイルームに入っても「あっち！」「かえるー！」と叫びなが




しがないからだろう。Co や Th も声をかけてみたり，そっとしておいたりするが泣き止ま
ない。 
とにかく泣き止まない。Mo は，Co や Th らが話しかけても気のない返事を短くして，














ぶ C 君，申込書を長時間書く Mo。取り残された Th と Co。プレイルームは重苦しい空気
になる。Mo は本題に入ることを怖がっているように思えた。 
 随分時間がたってしまってから，プレイルーム内で Mo と Co の面接が始まる。C 君は






#2 （Co は休み）泣かずに来所。周りをじっくり見て警戒しているが，Th には目を向け
ない。先回の重苦しい空気に加えて Co が休みということで，Th はかなり緊張して迎える
が， Mo は Co がいないことでとてもリラックスされている。『あのさあ，アスペルガー




る。しかし，Th が C 君の遊んでいるおもちゃに触ったり，C 君が Mo に「あれ（取って）」








気に入ったことは取り入れる。しかし，Th が C 君のおもちゃに触ると，「あっち！」「ち
ゃんこ！」と怒る。思いどおりにならないと些細なことで，瞬時におもちゃを投げる。そ
れを Mo が注意すると，Mo にも「あっち行く！（あっち行って）」「ちゃんこ！（座っ
てろー）」と足をばたばたさせて泣いて怒る。終了を告げるとおもちゃを投げて暴れる。
Mo は優しい口調で諭す。Th が＜終わるの嫌だねー＞と C 君の気持ちを代弁していると，
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Mo も同じように C 君の気持ちを代弁される。 
#6 ニコニコで来所。Mo に Th へのあいさつを促されると，目を見てしたような気がす
る。「あれ」と取ってほしいものを指す。Mo よりも Th の方が近いので取ってあげようと
すると，瞬時に癇癪を起こす。「かーちゃん！（がやるの！）」と泣いて怒る。Co が来て
挨拶するが，気づかないのか，見ない。そこで Co が C 君に近づくと，咄嗟にダーッと逃
げ，遠くから Co を見る。Mo が Co と面接している間は Th の近くで遊んだ。 
「あっち」と掃き出し窓から見える小プレイルーム 2 へと Mo を誘う。移動の途中には外
プールがある。そこで立ち止まる。Th が水を出すと嬉しそうに触りにくる。Co と Mo も
プールサイドに腰を下ろして話し始める。C 君は水を触ってニコニコしている。Th が容器






「みずくらさい」と Th に容器を差し出す。また，ゆっくり Mo のところへ運んで空っぽ
にして Th のところにくる。繰り返しやる。たまに Mo の横に座ってしばらく遊ぶことも




第 2期 母親を二人の世界に閉じ込め Thを追い出す #7～#17 （2歳8か月～3歳0か月）  
 
#7 寝起き。「あっち行く」と Mo を連れて歩くのみ。何をやっても気に入らない様子。
前半は泣いたり，怒ったり，プレイルームを移動したりしただけで遊べず，Mo 面接もほ
とんどできなかった。もう機嫌が直ったかなというところで Th や Co が何かしようとする



















Th は，こちらからかかわるのを止めて，Mo と C 君の遊びを見るしかできない状態にな
る。C 君は，あっち（あっち行きたい）」「これとってー」「これなんだろー」「かーち
ゃん見てー」「あー！～あるー」など，Mo によく話しかけながら遊んでいる。Th が C 君
とは離れた場所で工事現場をうまく組み立てていると「せんせいすごーい」といったのに




#9 （Co は休み）寝起きらしいが機嫌よく，ニコニコしている。 
 今日は，Mo が『先生にも車あげて』と言うと，Th にくれたり，Th が手伝っても怒ら
なかったりと，「かーちゃんかーちゃん」でありながらも，Th に対してすぐにどっかい









#10 （Co は休み）寝起きらしいが機嫌よく，ニコニコしている。 
「かーちゃん，これ見てー」などと言いながら Mo のそばで遊ぶ。「なんか見たいー」











でプレイルームへ Mo を誘導する。機嫌が良い様子。プレイルームでは，Th が手を出すと，
「かーちゃん！」と怒って Mo にやってもらいたがる。 
終了は渋って，ひっくり返る。Mo はひっくり返った C 君を上から眺め，ほんとにもう
疲れたというような表情をみせる。しかし一呼吸置くとまた，落ち着いてまた穏やかに声
をかけるのだった。 




させたりするだけだったと思うが，今日は，Mo のもっている人形と C 君の持つ人形が会
話しながら遊びが展開していた。Th にまったく近寄らせない。C 君は Mo と会話しながら







 C 君が箱庭の砂を触りに来る。Th はその近くにいたので，機嫌を損ねるのを覚悟で指の
あいだからサラサラ－と砂を落としてみると，喜んで見た。もう一度やっても喜んでいる。
「もう一回やって」と言ったのには驚いた。その後，Mo と遊んでは何度か箱庭にもどっ
てきて，Th がそうするのを期待して見た。ただ，手元しか見ておらす Th の顔を見ない。 
#15 ご機嫌。ままごとでは，Mo に料理をしてあげている。「にえた」「やけた」「これ
たべる」など上手に Mo を相手に料理ごっこをしている。Th が砂をさらさらと見せると，
やってきて，手を出してそこに砂をかけてくれという風にした。また，＜これ母さんにあ
げたら？＞とおもちゃを見せると受け取った。 
一瞬で物にあたり，Th や Co に「あっちいくー！（あっち行け）」と言うので，ほとん
どかかわれない状況が続く。終了は荒れて，Th に何度も「あっちいくー！（あっち行け）」
と怒る。しかし，帰りは Th に向かって笑顔でバイバイする。 





で Mo は大変そうだった。 


















分離の時間が 50 分あるが，ずっと泣いているとのこと。家でもどこでも Mo でないとダ
メで「だっこだっこ」もひどい。Mo の訴えを聞きながら，Th は Mo の『もう限界』とい
う気持ちは当然だと思えた。 




第 3期 母子分離のこころみ #18～#19 （3歳 0か月） 
 
#18 （Co は休み）だっこで来所。今日は分離を試みるとのことで，Th は意気込んでは
りきって出迎える。Mo もきっと同じような気持ちで来られると思っていたが，見るから
に足取りが重く，表情も浮かない。 
Th は分離に戸惑う Mo を感じていながら，ここで C 君が泣くとまた Mo の決心が揺ら
ぎ，離れられず元にもどってしまう，何も変わらないという思いから，Mo の不安に触れ
ることができず，Mo の不安に気づかないように振る舞う。Th は 30 分ぐらい離れてみて
様子を見るのもいいのではないか，きっと大丈夫という気持ちだった。Th には，Mo と C
君が離れてみる体験を用意し，その大変な時間を引き受ける役割があると考えていた。 
Th から Mo に，最初の 30 分ほど分離して後半は一緒に遊んではどうかと提案する。
Mo は，なんともいえない表情で聞いている。Mo は返事をしないまま C 君とトイレへ行
って帰ってくる。Mo が複雑な気持ちを抱えていることが感じられたが，大丈夫，がんば
って乗り切ろう，という気持ちを伝える。Th はプレイルームに入ったところで，「Mo は




















30 分後，Th から Mo に電話をし，先にプレイルームに戻ってきておいてもらう。Th と
C 君がプレイルームに戻ると，Mo は何ともいえない表情で立っている。来所したときと
同じような表情である。うしろめたいような，悪いことをしたのに謝れないときのような












 予定を変更して 4 人でプレイルームに入る。Th は，この展開に動揺していた。C 君が
やっと泣き止んだこともあり，何もできないでいた。また，元にもどってしまったように





ころなのに……と思ったところへ，B 君がテケテケーと Th の前に来て「これなんだろー」
と聞いたのだった。Th は驚きを隠しながら＜これは，～だよ＞と答えると，C 君は元のと
ころに戻っていった。この様子を大人達は，息を飲んで見守った。C 君が遊びに戻ったと





第 4期 母子二人の世界から外の世界へ #20～#35 （3歳 1か月～4歳 0か月）  
 
#20 ご機嫌。Th を見ると C 君から寄ってくる。今日は託児所第一日目。案外泣かずに過
ごせたとのことで，母子ともに明るい表情。Mo は『母に余裕がある』と笑顔である。遊





#21 （Co は休み）ご機嫌。あいかわらず「かーちゃんがやる」と言うが，Mo が『おね
えさんに聞いておいで』と言うと，あっさり「これなんだろ？」と聞きにくる。 
#22 ご機嫌。遊びがうまくいかないときや Th が手を出すと怒ることはあるが，以前のよ
うにすぐに物を投げたり，ひっくり返ったり，叩いたり，癇癪をおこしたりはしない。Mo
から離れて遊んでいる姿も見られる。Mo も託児所に預けるようになって楽になったよう








合われ，この時間は，C 君と Th の遊戯療法に Mo が参加することを基本とし，別時間帯
に月 1 回の母親面接が開始されることになった。また，Mo の申し出により，託児所に行
っているので 2 週間に 1 度に変更することとなった。Co は不定期に 10 分程度参加する。 









#25 おもらしをする。Mo が車に着替えを取りにいくことになるが，C 君がついていくと
なれば，けっこう時間がかかりそうだ。Th は C 君に＜Th と待ってよう＞と聞いてみる。







言い終わるか終わらないうちに，C 君は「待ってる」と返す。Th と Mo は拍子抜け。聞き
間違えかと思う。しかし，もう一度聞いても「待ってる」と言うので間違いない。Th と
プレイルームで Mo の帰りを待っている間，C 君はふざけてドアにはさまれる格好をして，
‘見て’という風にニコニコと Th を見るのだった。 







#28 父親も来所。始終機嫌が良い。Mo と Th が話していると，離れたところで，他児の
いるハウスに入って，父親と遊ぶ。Mo や Th の助けがあれば，他児に「これがいい」と言
っておもちゃを貸してもらったり，「ありがとう」と言ったりもする。父親は『この前来




う場面だった。Th が C 君をなだめる。以前ならそれがさらに癇癪をあおることになった
が，Th にも泣き止ませることができた。Mo も C 君の癇癪に支配されることなく，感情を





























の子）が待ってるので』と冗談っぽく言われる。Mo の中で C 君のことは一段落したのだ
と感じた。 
 
＃36 保育園の夏休み，Mo は二人の子どもを連れてこられた。C 君は久しぶりのプレイ
を楽しみにしていたとのことで，終始ご機嫌で Th とプラレールで遊んだ。弟を可愛がる
様子もみせていた。とりたてて問題はなくなったことが確認され，終結となった。 


































Th とかかわる力があるように思えたが，そのためには C 君の快の状態が保たれ，C 君か
ら外界へと出かけるのを待たなければならなかった。この時期には C 君の快の状態を維持
することが最優先であり，大人達は C 君の快の状態を維持するに懸命であった。このこと
は Winnicott のいう母親の原初的没頭（1965／1977）を思わせた。 
 
第 2期 





わりの糸口がみられたのは，安全な聖域の中で C 君の方から Th へと視線を動かし，そこ
で Th が C 君の興味をさそう物を提示しているときであったように思われる。聖域からそ
っと外を観察できるような場を提供することが，Mo を守りにしながら視線を上げて外の
世界（Th）を見るために必要であったと考えられる。 




怒りは Th に向けられるようになった。Mo が失敗しているのに，Th を「あっちー！」と
追い出すのである。この期には Mo が追い出されずにすむようになり，Mo の有能感は保
たれた。しかし，このことは母親が万能でなければならないということでもあった。何を
するにしても Mo しか受け付けず，癇癪は減らず，だっこやおんぶの要求も激しいので，
Mo は疲れきった。Mo は C 君の要求に応えようとがんばっており，その姿から Th には
Mo の大変さが痛いほど伝わってくるが，Th がかかわると C 君が癇癪を起こしそこで大変
な思いをするのも Mo であったので，Th は Mo の大変さに共感するしかできなかった。こ
のときの Th は，C 君にも Mo にも何もできず，「どう接していけばよいのか」「この先
どうなるのか」という Mo の主訴を Th のものとして感じていた。Mo は C 君がどうした
いのかを読み取り，敏感に応えようとされていた。C 君に支配され，それでも献身的に尽
くされていた。この Mo を見ていると，Mo の対応が特段変わったというわけではなかっ
たが，来談当初に感じたような，しっくりこない，不自然さは感じられなくなっていった。
この C 君には Mo のこの態度しかない，と思えてきた。 
Th は，Mo の大変さを認めつつ，C 君が Mo を求めることが発達にとって重要な意味が
あることを伝え，Mo が C 君の行動を肯定的にとれるように，＜かーちゃんが大好きなん
だね＞などと Mo の自尊感情を高められるような言葉をかけてきた。しかし，このような
言葉はしだいに Mo を追い込むだけのようにも思えてきた。C 君が母親を求めれば求める
ほど，母子の世界が外界とのつながりをなくしていく方向に進んでいった。Mo は C 君の
聖域に閉じ込められ，Mo も外の世界とのつながりを閉ざされていった。 
この行き詰った状態を打ち破ったのは，Mo であった。#17，Mo はとうとう，『こんな
子いますか！』とあふれ出る気持ちを Th らへぶつけられた。このとき，Mo の怒りは直接
C 君に向けられず，Th らに向けられた。このことによって，C 君が作り上げてきた母子の
世界を Mo が直接破壊することなく，外界へとつながる穴が空けられた。Mo の怒りは当









に C 君は Mo との愛着関係を基盤に世界を広げていける力をもっていたと考えられる。C
君が「かあちゃんとこ行くよー」と繰り返し，心の中で Mo を思っている間，Th はその思




いろなものに目を向けられるようにしながら，言葉をかけた。すると C 君は 30 分の間に，
Th と周囲の世界を見渡し，自ら Th に向かって「ほら見て，ひこおき」と興味を共有しよ
うとする力を発揮した。このとき，C 君は「Th の落ち着いた情動を少しでも子どもにつた
え，それによって自分の情動がしずまってゆく体験（情動の共有体験）」（滝川，2004）












託児所生活が始まり，プレイルームは C 君と Mo が一緒に過ごす特別な場所となった。
プレイルームの中の母子二人の小さな世界を守る壁はなくなった。 C 君は Mo の後押しで
Mo の元から Th のところへ出かけていって，Th という外界と交渉し，目的を果たしては，
Moの元へ戻っていくということを繰り返した。C君を中心にそこからはね飛ばされたり，
引き戻されたり，閉じ込められたりしていた Mo であったが，今度は，Mo が拠点となり，




またこの時期には，ふざけたり，肩を叩いたりして Th の視線を C 君の身体に向かわせる




うように自己の内面を意識する姿もみられるようになる。Th は C 君から投げかけられた
C 君を受け止め，肯定的な表情や眼差しや言葉を乗せて返した。C 君は主体的に Th とい
う外界へと向かい，Th に肯定的な自己を映し出すことで，自己を強化する。こうして外
界へと向かう自己への自信を得ていたと考えられる。 
癇癪も激減した。思い通りにならない場面でも Mo が C 君を納得させられる場面や，










いることを指摘する。 山上が指摘するように，C 君が Mo との間で形成した二者関係は，






ここまで外界を怖がり遠ざけるのは，Mo を盾にして Mo の後ろからそっと外の世界を見
るということができないからであったと考えられる。 













象である Th であった。それまで，C 君にとって外界は，負の感情がやってきて跳ね返す
ところであり，不快，不安，恐怖など悪いものであふれた世界であった。しかし，#18，C











Mo の診断直後の落ち込みと頑張りの時期と C 君の癇癪，母子分離の難しい時期が重な
り，母子関係は内へ内へと入りこみ，やがて壊れてしまう方向に行っているように思われ
た。Th は，1 期，2 期と C 君にも Mo にも何もできていないと感じつづけていた。しかし，
この危機的な時期に，Mo は本当に根気よく通い続けられた。そして，母子分離が試みら
れた次の #19 では，Mo は『ここでは一緒でいい』と言われ，その後も継続して来られた。
Mo にとって「ここ」のもつ意味は何だったのだろうか。 
Th は C 君と母親の世界の外に置かれることで，無能感や疎外感，「この先どうなるの
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か」，「どうかかわってよいのかわからない」という Mo の感情や主訴を Th 自身のもの
として感じることとなった。Mo もプレイルームの Th に自分を重ねていたと思われる。そ
して，C 君を育てることの大変さに共感し，一生懸命に育てている自分を認めてくれる人
が見ている前で C 君と向き合うことに意味を感じ，『ここでは一緒でいい』と言われたの
だと思われる。また，C 君の癇癪は Mo を破壊するのに十分な威力があった。『家でも最
近は私が壊れてしまう』『二人で壊れるので父親はまいってる』（#17）と言われている。










C 君と Mo の関係がそこで途絶えたように思われていたのではないだろうか。C 君の癇癪
の激しさは，Mo に休息を与えなかった。このことが，結果的には Mo の C 君に対する理






また，第 2 期になると，C 君は悪い母親を Th に引き受けさせることで，Mo を世界から
追い出さなくなった。Mo は，プレイルームでは C 君からの破壊を Th が引き受けること
によって，破壊されることを免れ，C 君に根気よく付き合う力と時間を確保することがで
きたのではないだろうか。また，無能な Th がそこにいることで，プレイルームは Mo が
C 君に対する有能感を感じられる場となっていたと思われる。このことは，Mo にとって

















































姉（小学校 4 年生） 
生育歴・現象歴 
妊娠中異常なし。正常出産。へその尾が首にまきついていたがすぐに泣いた。運動発達































X 年 6 月～X＋1 年 3 月まで（5 歳 9 か月～6 歳 7 か月）の全 27 回を対象とし，D 君の
母親や Th との関係性の変化に焦点をあて 4 期に分けて記す。各期の家庭や園での発達的
変化の様子は，母親面接担当者が面接経過をまとめたものから抽出した。 
「 」は D 君，＜ ＞は筆者（以下，Th），『 』は母親（以下，Mo）の言葉を表す。 
 
第1期 何度も母親のもとにもどりながら自転車に乗る #1～#4 （5歳9か月～5歳10か月） 
 
#1 インテイク 笑顔のかわいい丸顔の男の子。両親，姉と来所。玄関で出迎えている母


























































をする。両親が D 君に話しかけると D 君はしっかり顔を見ておうむ返しを交えながら一
生懸命答える。両親の質問に言葉で応えようとしている。『何して遊んだ？』「オモチャ」
『おもちゃかあ，何して遊んだ？』「自転車」『お昼ご飯何食べたい？』「ラーメン」『キャ
ンプ行ったら何したい？』「寝ル」など。両親の前の D 君とプレイ場面での D 君が同じ人
だとは信じがたかった。両親の前での D の輪郭は，クッキリとしていた。 
 

























反応はない。ところが，＜一緒に Mo を探そう＞と言う言葉をかけたとき，明らかに D 君
が反応した。そこで Th はそっと D 君の横に並んで歩いてみると，同じ場所にいるという
感じがした。 
横に並んで廊下を歩く。D 君は「オカーサン」とつぶやいている。Th は＜おかあさー
ん＞＜先生のお部屋はどこかな＞と D 君の代弁をしながら励ます。1 階と 2 階の廊下をひ
とまわりして玄関にもどってくると，D 君は Mo の靴を履いて玄関から外へ出る。外に出
ると，Th にだっこを求めた。Th は D 君をだっこしながら，駐車場へ D 君の車を見に行
くことにする。＜D 君の車，見に行こう。どれか教えて＞と言うと D 君は赤ちゃんのよう






と言う意味での）と Th に言った。 
 
家庭や園での発達的変化の様子 

















第 3期 何度も母親の前を通りながら車椅子を押す Thとの時間を過ごし始める  











たので，Mo の横で座っていることにする。D 君は Mo のところから出発して，車椅子を
押してプレイルームを一周し，Mo のところに帰ってくる。その度に Mo に何か伝えよう
としたり，Mo の質問に答えたりして，また出発する。時間の半分ほどをこうして過ごし
た後，「コッチ 行ク」と Mo に言ってから，車椅子を押しながら大プレイルームを出てい
く。Th は，あわてて後ろをついて行く。 












り向いて Th と目が合うと「キャーッ」と笑うようになる。このとき Th は，ほほえみ返
したり，名前を呼んだり，言葉をかけたりする。回を追うごとに，Th とのこのようなや
りとりが増えていった。D 君の後ろをついて歩きながら，ゆったりとした二人の空間がで
き始めていくのを感じる。また，手伝いが必要な場所では，D 君から Th に要求するよう
になる。 
 #10 と#12 は，Mo の面接日であった。プレイ中は「オカーサン」「オカーサン オル？」
「オカーサン クル？」と，独り言を言っている。自分を安心させるために自分に向かっ







Mo のもとへ来ていたのが，今回は Mo を呼んで一緒にやりたがった。キャンプでもそう











































 Mo は D 君が待合所を通るたびに少し位置を変えたり，びっくりさせたり，話しかけた
りといつも一生懸命である。今日は，D 君をびっくりさせようとして待合所の曲り角に隠







#16 Mo は面接。Co がそのことを丁寧に D 君に伝えるのをじっと聞いている。自転車に
乗る。廊下から外へ出るドア（出口 1）まで来ると，さっとユーターンして，「オカーサン」
と言う。その次にドアの前に来たときには，「オカーサン，Co 先生ト オハナシ」と言っ
てユーターンする。次にはドア（出口 1）の前で，Th が追いつくのを待っている。Th が
追いつくとニコっと「ココダメ。ユーターンヤネ」と言う。ほめられるのを待っていたよ
うに思えた。 

















て，「コッチ」と方向転換する。Th は D 君の成長をしみじみと感じる。＜よくわかるねー＞と激






#13 最近はどこかへ出かけると，姉と D が前を歩き，その後ろを両親がついていく感じ。
『こんな日が来たんだねー』と夫婦で話した。これまではどこへ行くにも Mo が D の手を
しっかりつないでいないとどこかへいってしまう子だった。姉が泣いていると「お姉ちゃ
ん，どうしたんかなー？」「泣いたらあかんよ」と言う。 












題を間違えることもあり，D は落ち込んでしまう。そばで見ている Mo に「ちょっとギュ













第 5期 母親の前を通らなくなる Thと過ごす 会話の成立  











 #21 に 1 度待合所の前を通ると，以降通らなくなった。「オカアサン」とつぶやくことも
なくなった。始まってすぐに Th に「まだ帰らない」（#21，22）と言ったり，「まだ帰ら
なーい」と言いながらスクーターに乗ったり（#26，#27），終了間際になると「まだ遊ぶ」




















































D 君のいる世界に Th はいなかった。二人が違う世界にいるので，交流できる場がない。





 #5,6 は，Mo を探し続けた。#6 では，「Mo の不在」に湧き上がる感情があふれ出た。こ
の感情を「痛い」と表現して涙をこぼした。Th にも痛いほど D 君の気持ちは伝わってき
た。しかし，Mo の居場所を教えるわけにはいかない，今日はがんばって Th とすごしてほ




＜一緒に Mo を探そう＞という言葉が届いたことを契機に，Th と D 君は一緒にいる・
一体という感じになる。Th は D 君の未だ分化されていない混沌とした感情や思いを代弁
しながら共に歩いた。そして，Th に抱きついて得られる身体感覚や車の窓にうつった「自









#7 では，プレイルーム内で Mo を始点－終点にして車椅子を押して歩いた。#8 では，
自ら Mo からの分離を宣言するようにプレイルームから出て，車椅子でのお散歩を始めた。
このとき，Mo の隣に座っていた Th が Mo の分身のように Mo から離れ出て D 君につい
て行くと，D 君は振り向いて Th の姿を確認し受け入れた。ここでは Th は見られる存在
として外界から浮かび上がっていると感じられた。 
車椅子での移動は，制限や手伝いが少なくてすんだ。このことが助けとなって，Th は
これまで D 君とかかわわろうと焦っていたことへの反省から，Th はゆったりとした気持
ちでじっくりと D 君を見ていこうと思うことができた。そして D 君とのプレイはゆった
りとした散歩の時間という雰囲気に変わっていく。「カー言ウタネ」「ピー言ウタネ」と前
を向いたままモノトーンに言う D 君であったが，そこには Mo といる D 君が見えるような






あることを実感していたと考えられる。振り向く D 君に Th は微笑んだり，「カー言ウタ
ネ」と言えば＜カー言うたねえ＞と返したりしていた。セッションを重ねるごとに振り向
いて Th に微笑む回数は増えていき，「カー言ウタネ」などといった言葉も，Mo への独り








Mo ではなく，ここにいる Th になっていき，#23 では飛行機が通ると「ヒコオキー」と後
ろの方にいた Th に聞こえるように振り向いて大きな声で教えてくれるようになっていた。 
121 
 


















しかし，プレイの経過を関係性という視点から見ると，D 君が次第に Mo から離れて「個」


































開始当初，D 君は「ここにいない Mo」といる世界の中に入りこんだ。「ここにいる Th」
と過ごせるようになるには，以下のような過程を経たと考えられる。 















第 2 期では，母子分離の場面において，Mo と離れている自己は同時に Th といる自己
であることを感じる時期であった。Th は，Mo と離れると消えてしまう自己を消さずにつ





Mo を思い描けるように，Mo と会いたい D 君の思いを言語化するなどして内在化を促し
つつ，さらにその世界に閉じずに外へと開かれるため に，身体感覚などを通して Th と
いる実感，Th といるのも良いという感じを与えることが必要であったと考えられる。 
第 3 期，第 4 期では，主体的に Mo から離れ，その間を Th とすごし，また Mo へと帰
ることを繰り返す時期であった。D 君が Mo との世界から外界へと足を踏み入れるとき，
Th は D 君を Mo から「引き受ける」という感じがした。D 君が「Mo に送り出され－Th
に受けとめられ－Mo に迎えられる」ことを繰り返すとき，Mo は「D 君を Th に託し－待
ち－迎える」。Mo が心身ともに落ち着いて「待つ」ことは，Mo が，D 君が主体的に分離
と接近を繰り返すための安定した拠点となるために重要であったと考えられる。Th は，「か




なった。D 君の身体は，Th へと向かい，受け止められ，映し返される。Th に向けた自己
が，眼差しや言葉として跳ね返って実感される。このような繰り返しによって自己と他者
の対象化が促されたと考えられる。 
第 5 期では，Mo が内在化され，安心して Th といられるようになる時期であった。ひ
とりで外界にいられるためには，外界に対する安全感の獲得とそれに向かう自己の強化が


























本事例では，Mo 自身が D 君の急速な発達的変化を「6 月が境目で自分の受容が本物に
なったからだと思う（#11）」と話されている。その時期とセンターに通い始めた時期とが
一致している。本センターでありのままの姿を出しそれを受け入れるプレイのあり方に，













































2 事例の概要  
 











母（30 代後半，高卒，パート，神経質），妹（小学校 1 年生） 
生育歴・現象歴 
在胎 37 週。2700 グラム。妊娠中異常なし。陣痛促進剤使用。定頸 4 か月，這い始めは








































月 1 回 50 分間の遊戯療法。母子並行面接。中学入学後（#25）より 2 か月に 1 回程度に










「  」は E 君，＜ ＞は筆者（以下，Th），『 』は母親（以下，Mo）の言葉を表す。
また，〔   〕は箱庭につけられたタイトルを表す。箱庭の写真を掲載しているものには
箱庭の番号に下線を引いている。 
 










































ちに 50 分がすぎてしまう。終了を告げると，「はやすぎる～」と嘆く。Th にも驚くほど
時間がたつのが早く感じられた。きっとこんなかんじで，世の中の時間で生きている E 君
にはいままでいろんなことが不完全燃焼なのだろうと思うと，E 君が嘆く気持ちがよくわ
かった。E 君の静かでゆっくりなペースは Th にもなかなか心地よかったが，あっという
間に 50 分がすぎてしまい，終了を告げなければならないことが心苦しかった。 

































うことになるよ＞と Th がプレイルームを出るとあわてて追いかけてくる。 
































だれる。Th に抱きつき「帰りたくないー」と訴える。最後は片手を Mo にひっぱられ，も










#9 「ほふく前進」でゆっくりゆっくりと退室。次の来談日が決まると「また 1 か月も会
えないー」と Th に抱きつく。Mo が『すみません大型犬みたいで』と言うと，「大型犬」





































【箱庭 1-2】（#10） ファンタスティック大会議  
 
＃11 カメラ持参で来所。箱庭を作って撮るのだと張り切っている。先回，終了渋りがな





























































































































【箱庭 12】（#21） ホラー対正義  
 
#22 【箱庭 13】アイテムを手に取り，右側に「これは，悪」左側に「これは最強の善」











































うにないね＞とコメントすると，E 君は Th がうまく話をつなげてくれたというようにほ
っとした表情をみせ「どこも渡れない。ここもここも……」と指で砂に道を書く。 







































ため，中学 2 年から普通学級に移籍。 
 
第 6期 間をつなぐものの出現 結合 #36～38 （中学 2年 1月～3月）   
 




















E 君のゆったりとした動作と独特の口調は，プレイルームをすぐに E 君独特の世界にし
た。特に生活世界と違うのは，時間の流れるかんじである。E 君と同じペースでゆっくり
過ごしていると，Th にも 50 分間があっという間に感じられた。E 君が，自分の内側から




































顔するが，Th は E 君とのやりとりの楽しさをこの関係性で味わうものに似ていると感じ


















































E 君時間の中で，E 君と Th は，難しい表現や書き言葉などを交えながらおしゃべりし
て笑う，という楽しいときを過ごした。Th は，E 君の独特の話し方や表現をおもしろいと
思ったし，Th 自身がうまく E 君っぽく話したり表現したりできると，純粋に楽しかった。
E 君と Th は，互いに新鮮な間合いで，言葉や笑いのニュアンスを共有し，ズレない関係








































（#17）などと Th に簡単に言葉で説明する。このとき，言葉とともに E 君の声の調子，
少し変化する表情や姿勢などから‘うまくできた’‘嬉しい’‘楽しい’というような情動























































有する「箱庭」についてのやりとりが繰り返されることによって，E 君と Th に通じ合え






















































第 7章 総合的考察 
 



















らに主体的に立ち向かっていくためには，Th が A 君の「不安に立ち向かう安全基地」に
なることが必要であった。 
Th が A 君の「不安に立ち向かう安全基地」になるためには，A 君の始めた遊びを Th
が相互的対人的になるようにしながら，A 君に快の情動をもたらし，高め，共有すること
が重要であった。A 君はこのような Th との遊びを通して，母親との間で歩んできた過程

































契機に，C 君は母子の世界から出て Th に向かってきては，母親のもとに返ることを繰り


















































































































D 君は，当初，家族がいなくなると Th の前から姿を消すように，シャボン玉のように
フワフワと，まるでこの場にいないかのようになった。このとき，同時に D 君の世界から


















































































































あった Th のかかわりについて整理する。 
 
A君 
A 君は，ドーナツ型クッションで Th を囲う，‘あなたは誰ですか’と尋ねるなどして，
Th を【前共同世界】に入れてもよい存在かを確かめた。A 君に【前共同世界】への参入を



































母さんを探そう＞という Th の声が入り込んだ。このことが，D 君が【遮断世界】から出
てくる契機となった。そして，Th はその痛みとともに D 君を抱え，共にお母さんを探す














らわしていると思われる。E 君は，第 1 回目のセッションを過ごすと，すでにここは自分
がありのままに過ごせる場所であり，Th はありのままに過ごさせてくれる人だと分かっ


































































































































字を入り口として B 君の「人」との世界を広げていった。Th は，B 君が理解しやすくか
かわりやすい数字を用いて人とつながっていけること，人の世界を理解していけることを
体験させることが重要であったと考えらえる。C 君は，Mo の元から Th のところへ出かけ
てきて，Thという外界との交渉を果たし，Moの元へ戻っていくということを繰り返した。
自己の身体を Mo から Th という外界へと向かわせることを繰り返すとき， Th との交渉
に成功すること，Th に向かう自己の身体が，Th の眼差しや言葉によって肯定的に映し出
されることで，自己の存在と自己と外界との肯定的な関係を実感していたと考えられる。
Th は，こうして C 君に外界へと向かう自己への自信をつけていくことが重要であったと




い？ここは安全？’‘まだ大丈夫？’というように振り向く D 君に，Th は＜大丈夫だよ＞
と微笑んで答えることが繰り返された。D 君は，Th の眼差しや表情，言葉に安心感・安
全感を得，また前を向いてすすむ。このようにして，Th は D 君に外界とそこに生きる自
己の安全感を伝えていくことが重要であったと考えられる。E 君は，箱庭やレゴで「普通
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